
 

 フォーラム ’ 08 

 岡山県備前県民局 2008 年度協働事業  

 「公共空間 ・ 笑顔の景」 
 ＣＰＤプログラム４ポイント 
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主 催  まちづかい塾 岡山市南方 2-13-1 NPO 会館ゆうあいセンター内   TEL:090-3177-2223     

共 催 岡山県備前県民局 都市環境デザイン会議中国ブロック(JUDI) 公共の色彩を考える会 

後 援 国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所 岡山市 日本都市計画学会中四国支部 岡山県建築士会  

         朝日新聞社･ 毎日新聞社・山陽新聞社・山陽放送・岡山放送・テレビせとうち・Oni-ビジョン      

会 場  〒700-0814  岡山市天神町８－４８  岡山県立美術館２Ｆホール     TEL: 086-225-4800 

問い合わせ・予約申し込み先 http://michicafe.net/forum08/  TEL: 086-233-9803(谷口) 

岡山県立美術館ホール    

2008- 11-21-金
    

参
加
無
料 

13:00  開場 

13:30  開会 

13:40  講演 北原理雄  千葉大学大学院教授 

      「やさしい仕掛けが 人を呼ぶ」 

14:20  講演 国吉直行  横浜市都市整備局上席調査役 

      「都市の魅力形成と都市空間の活用ー横浜の取り組み」 

15:00  休憩 プレオープンカフェ&ライブ(雨天中止)        

15:10  パネルディスカッション       

    パネリスト  

北原理雄 千葉大学大学院教授 

国吉直行 横浜市都市整備局上席調査役 

西植 博  (国土交通省)     

加藤 源 (都市環境デザイン会議) 

山崎 学  (広島カフェテラス倶楽部) 

高次秀明   (岡山市企画局審議監) 

       コーディネーター  

阿部宏史 岡山大学大学院教授 

16:30  質問・まとめ 

17:00  閉会           ＊手話同時通訳予定・順不同・敬称略
  
 

一般席 200席・車椅子席７席、10月 31日まで参加予約受付中 



まち、

お茶の間計画 進行中 ‘・.｡o○☆ *ﾟ 

  趣 旨 書   

 

  少子・高齢化社会の進展、環境への関心が高まる昨今、「歩いて暮らせるまち」が、地

域づくりの方向性となってきました。 

平成 10 年中心市街地活性化法施行以来、さまざまな試みがなされてきました。さらに景

観法が制定され、地域の状況に応じた弾力的な公共施設管理の仕組みも整備されてきました。 

国の関係省庁においても、都市再生や規制緩和の流れを汲み、ガイドライン形成、河川敷地

占用許可準則の見直しなどが進められてきました。 

さらに今年 10 月、観光庁が設立し 観光人口増加課題の焦点は 観光地に頼るだけでは

なく 町並み自身の魅力つまり 公共空間の魅力作りがキーポイントになりました。 民間

活力を発揮しやすく、地域性の魅力ある公共空間のあり方は今「時」の課題となりました。 

 

コスト削減と並行した賑わい創出の手法を模索されておられる皆様に、すでに出来上がっ

た公共空間の魅力とポテンシャル活用による効果を学んで頂きたい。オープンカフェを単な

るイベントではなく、社会事業と捉え 今後の街の魅力作りの必須アイテムに位置づけるこ

との経済波及効果は計り知れません。地域・民間活力の発揚となる「オープンカフェ」の需

要について 海外及び国内の事例を参考に、共に考える着火の一役になればと、今回のフォ

ーラム開催になりました。 

 

今春、岡山で始めて道路使用の 柳川～西川間にﾃｰﾌﾞﾙとイスを並べた momo-café (表の

写真)を 開催しました。「テーブルとイスだけでこんなに変わるのか」 「岡山の玄関に

ふさわしい景観と賑わいが生まれた」と 心地よい評価をいただきました。これを機に 岡

山の賑わいに 新しい風を送れることを願います。 

安全･安心で 街角に笑顔の見えるコミュニティを育む舞台（都市）を担う、専門家、技

術者、行政関係者などが一同に集い、公共空間の魅力に触れる機会となるフォーラムを目指

しています。                           まちづかい塾 

 

下記の申込用紙に必要事項を記入の上１０月末までに FＡＸ又はメールで送付ください 

送付先 FＡＸ ０８６－２７６－２２２９ または Ｅメール info@michicafe.net      

 

フォーラム 参加申し込み書 

11/21の フォーラム 08「公共空間・笑顔の景」に参加します 

 

氏名                     勤務先又は所属              

                                              街ｶﾌｪﾒｰﾘﾝｸﾞﾘｽﾄ登録希望者の方 記載 

資料送付先 〒                PC 用 e-mill                  

希望を○で囲んでください  ・一般席     ・手話近隣席    ・車椅子席     



 

講師・パネリスト紹介  

  

阿部宏史 （コーディネーター） 

岡山大学大学院環境学研究課長 

 岡山大学ユネスコチェア・チェアホルダー 

 岡山大学大学院環境学研究科資源循環学教授 

 岡山大学大学院環境理工学部環境デザイン工学科教授 

 岡山県国土利用計画審議会会長 

 岡山都市圏交通円滑化総合計画推進協議会会長 

  岡山市都市計画審議会会長 

 岡山市開発審査会会長 

   (財)岡山市公園協会評議員会長 

   NPO法人地域再生研究センター理事 等 

 

  

 

北原理雄 (講師・パネリスト） 

千葉大学大学院工学研究科建築・都市科学教授 

日本都市計画学会評議員 

千葉県屋外広告物審議会会長 

千葉県建築文化賞専攻委員会委員長 

千葉市都市景観審議会会長 

市原氏都市景観審議会会長 

柏市年景観デザイン委員会委員長 

  1970東京大学工学部都市工学科卒  

  1977東京大学大学院工学系研究科修了 

  1990千葉大学大学院工学研究科教授 

 

 

   

国吉直行 (講師・パネリスト) 

横浜市都市整備局上席調査役エグゼクティブ アーバンデザイナ- 

横浜市立大学特別契約教授  

  1969早稲田大学理工学部建築学科卒業 

  1971早稲田大学大学院修了 

  1971横浜市企画調整局入庁 

  1977日本建築学会賞 横浜市における都市計画活動/調整局 

  2004日本建築学会賞 横浜赤レンガ倉庫再生に至る一連の活動／都市デザイン室 

  2005日本建築学会賞 クィーン軸の建築群によるみなとみらい21の都市の賑わい創出／整備局 

 



 加藤 源 (パネリスト) 

都市プランナー 

都市環境デザイン会議 

㈱日本都市総合研究所代表(元) 

都市計画学会設計賞 花巻駅周辺地区の都市設計 

  1964東京大学工学部建築学科卒業 

  1967ハーバード大学大学院デザイン学科建築・都市デザイン課程卒 

  1973(株)日本都市総合研究所設立 

  

 

高次秀明  (パネリスト) 

  岡山市企画局審議監 

 （政策立案担当・企画局政策企画担当課長・ 

  秘書広報室次長兼務・秘書広報室特命調整担当課長） 

  1975早稲田大学理工学部建築学科卒業 

    1975（株）九段建築研究所 

    1978岡山市役所に入庁 

     岡山市表町地区第１種市街地再開発事業（岡山シンフォニーホール）計画及び建設 

旧出石小学校跡地活用事業、旧ＮＨＫ跡地活用事業の民間活用事業担当。 

「新・岡山市総合計画」「岡山市中心市街地活性化基本計画」策定中 

 

西植 博  (パネリスト) 

国土交通省近畿地方整備局建政部長 

1981京都大学大学院工学研究科修士課程交通土木工学修了 

1981国土交通省中部地方建設局 入局 

2000地方振興整備公団地方拠点振興部再開発事業課長 

2003内閣府参事官付跡地利用企画官 

2004 国土交通省都市・地方整備局街路課街路事業調整官 

2005仙台市都市整備局技監 

2007仙台市都市整備局理事 

2007国土交通省近畿地方整備局建政部長 (中略) 

  

山崎 学  (パネリスト) 

広島市市民局市民活動推進課 

まちづくり支援担当課長 

広島カフェテラス倶楽部代表 

大田川いかだカワニバル委員会 

広島路上観察倶楽部 

 セアック(川通り活用委員会) 

 新宮坂街づくり協議会 

 平和大通り学会                                       以上 


